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概    要 教育学研究科の大学院生と大学教 の協働により、主体的で対 的かつ協働的な学

びに繋がる ード ーム 教 ード を 発した。 分 は、1 クラスの生徒 に教 とな

る を に いて分析しながら授業 に学 ことが難しく、特に、 内地域の を 、かつ学習

に必要な てを 集することは に難しい。本 では、 の分 と特 を 記 心ではなく学習

できる ード ーム 教 の 発を目指した。 発後は、子どもたちが主体的で対 的に学 る ー 作

りを行った。 立 学 での実践から、 学生および授業担 学教 より な 応が得られた。 
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近年、 士課程 1 年生の年間を通じて、地域の小学 または 学 において、学 インターン プを週１

回のペースで行い、地域の小 学 理科教育における しい教 の ー を行っている。この に基

き、主に 年生が、学 理科において、実験を行うことが難しく、教科 や資料集を め、 記が 心となる

において、 楽し ながら、そして、児童生徒同士で会 しながら学 る アクティブラー ング 教 の

発を行ってきている。平成 30 年度は、 の分 を り 、地域志 教 の 発と 及を目指した。 
 
 

大学院教育学研究科で、協働実践研究プロ クト（科学的リテラ ー）を する大学院生と教 の協働

により、6 の を様々な 度から学 る合 54 の ード 教 （以下、一部 ）を 発した。 

 
ードの作成では、福井 の に 目してもらうため、できる り、 内 の を 集した。美

の 、福井市 の大 火 、福井市 教 の 武 、おおい の ンラン 、 井市 の

安 、 市田 、福井市美 の 、等である。教 にあたり、 下 に示すように 分

けし、 を様々な 度から められるようにした。 下 に示すように の 在 を考 した ード 数

とし、 的な び方（学び方と）としてミ ラ ー ーを考 した。 発した ードもとに、 学

での授業実践を行い、合わせて、 内小 学 等の 望者（学 または教 ）への を実施した。 

 
体験した 学 年生より、 の を ったら、１つの になるのかよくわかりました。今まで、表など

を って えるしかなかったけれど ードを うことでよく えられると います。、 等 織と

織の いがわかりました。、 人で協力したり で楽しく行うことができました。等の感 があった。 
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事業名称:地域素材を活⽤するカードゲーム型教材の開発と学校への提供事業
事業責任者： 淺原 雅浩（教育学部・教授） 代表学⽣： 浜多 嘉太（⼤学院教育学研究科・２年）
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